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〈 要 約 〉,

平成4年 度 ・教育研究員生活部会は,「 一人一人の児童の活動意欲を高めるための支援1

の在 り方」を研究主題にかかげ授業研究を巾 心として研究を働 てきた。i

[
研究を進めるに当た っては,「 目指す児童像」を明 らかに し,各 単元にかかわる児童の1

実態の把握に努めるとともに,予 想される児童の活動 に即 した支援例を考えるように した。

また,教 師の一人一人の児童の活動の見とり方について も検討す ることに した。,
ト
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研究主題

一 人 一 人 の 児 童 の 活 動 意 欲 を 高 め る た め の 支 援 の 在 り方

1研 究主 題設 定 の理 由

低学年の児童 は,自 分が興味 ・関心を もっている事象に対 しては,夢 中になって働 きかけ,

活動に没頭すると言われている。 しか し,最 近の児童の生活状況について は,身 近な社会や自

然 と直接かかわ る体験の不足か ら.物 事に主体的にかかわることがで きない等の実態が指摘 さ

れている。

本部会で実施 した実態調査の集計結果か らも,自 然 と触れ合 う体験の不足がみ られた。

そこで,生 活科の授業に当た っては,特 に一人一人の児童が身近な社会や 自然 にかかわった

ときにもつ,Fや ってみたい」 「できるよ うにな りたい」などの願 いを生か した活動を構成 し,

教師は,そ の願 いの実現へ向けて,児 童の活動意欲を高あるよう支援 していくことが重要であ

ると考えた。そのために,一 人一人の児童の活動に目を向け,児 童理解に基づいた支援を行う

ことが必要であり,ま たその支援が適切であったかどうかを,児 童の活動状況を通 して評価す

ることが大切である0こ れ らの ことを積み重ねることによって.児 童は自分のよさや可能性 に

気付 き,次 の活動への意欲を もっことがで きると思われ る。

上記のような考えに基づ いて,研 究主題を 「一人一人の児童の活動意欲を高めるための支援

の在 り方」とし,生 活科の授業をするに当たって重視す る必要のある教師の役割,特 に,教 師

の支援を中心に研究を進めることに した。

ll目 指 す児■ 像 の設 定

一人一人の児童が
,意 欲的に活動を進め,自 らのよさに気付き,自 信を もって行動で きるよ

うになることを目指 して,次 のような児童像を設定 した。

{D自 分なりの思いや願いを もって活動で きる児童 意欲的 ・積極的に身の回りの事

象にかかわり,自 分なりの思いや願いを もって行動で きる。

L2)自 分なりに考え,工 夫 して活動 したり表現 したりで きる児童 活動の中か ら様 々

なことに気付 き,自 分なりに考え,工 夫 して活動 した り表現 したりで きる。

{3)友 達と協力 して活動できる児童 友達,家 族,地 域 学校などの様 々な入 とかか

わることができ,互 いに協力 して活動で きる。

{4)活 動を継続 ・発展させることがで きる児童 「もっとやってみたい」 「次 は,こ

んなことが してみたい」など,積 極的に対象に働 き掛け,継 続 ・発展 して活動で きる。

これ らを受けて,各 単元 ごとに更に具体的な目指す児童像を設定 し,単 元全体を通 して,一

人一人の児童の活動意欲を高めるようにす る。
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111研 究の全体構想

研 究 の 背 景 一_

・生活科の授業における支援の在り方について

の認識が不十分である。

・教師の支援にっいては具体的な視点,方 法等

の実践的研究が求められている。

児 童 の 実 態 一一 一

」・身近な社会や 自然と直接触れ合 う体

験が不足 している。

・興味 ・関心のあることには夢中にな

って活動する。

研 究 主 題

一一人一人の児童の活動意欲を高めるための支援の在 り方

研 究 の ね ら い

「活動意欲を高めるための的確な学習状況の把握の仕方

や適切な教師の支援の在り方を追究する。

研 究 仮 説

児童の意識の流れを重視 した単元の指導計画を作成 し,

一人一人の児童の学習状況の把握 に基づいて適切な支援

を していけば児童の活動意欲は高 まるであろ う。

譲1烈
動 したり表現 したりできる馴

童

・友達 と協力 して活動できる

児童

・活動を継続 ・発展 させるこ

1と がで きる児童

発言 ・っぶやき ・作品 ・行動 ・表情などか ら学習状況を把握す る

① 評価規準を設定 し,支 援計画を立て る。

② 継続的に児童の活動の様子を記録 し それを踏まえて児童の様子を解釈す る。

③ 児童の活動の背景や姿,心 情を分析的にとらえ るとともに全体として も活動の様子を

見とるよ うにする。

④ 児童の変容を記録 し,次 の指導に生かすよ うにす る。

趨

の

鶏

・導入…場の設定;多 様な情報の提示;体 験の有無の把握など

・展開…見守 る;認 める;受 容する;友 達とのかかわ りを促す;助 言 ・励ま しなど

・発展…自己 ・相互評価;認 めて知 らせる など
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iv研 究 の 内容 ・方 法

本年度の研究主題 「児童の活動意欲を高めるための支援の在 り方」を追究 してい くためには,

児童の実態や学習状況を的確に把握することが重要であり,ま た,児 童のよさや可能性を発見

し,伸 長 しようとする姿勢を教師 自身が もっ ことが大切である。

そのため}以 下のように研究を進める。

1.評 価計画の作成

教師の支援の視点 として,児 童指導要録の3つ の観点(関 心 ・意欲 ・態度,思 考 ・表現,

気付き)を 参考 として小単元毎の評価規準を設定 し,評 価計画を立て る。

2.支 援計画の作成

評価規準に基づいて支援の必要な児童の姿を予測 し,具 体的な支援の方法を考え る。

3.学 習状況の把握

α}児 童の発言,っ ぶや き,作 品,行 動,表 情等,児 童のあ りの ままの姿を継続的に記録 し,

それを踏まえて児童の活動を見とり変容をとらえることがで きるようにする。

(2}児 童の姿や心情,行 動の背景を実態調査や記録か ら,分 析的にとらえるようにす る。

4.授 業の分析 と考察

授業を通 して支援の方法を明 らかにす るために,児 童の様子や教師の活動の記録をとると

ともに,適 切な支援の在 り方について検討す る。

V研 究 の 経 過

1.東 京都教育庁指導部作成の指導資料や東京都立教育研究所作成の研究紀要,先 行研究等を

手掛か りに,今 年度の研究主題を設定 し,単 元の指導計画の作成や授業の在 り方,支 援 や評

価等 にっいて検討 した。

2.研 究を具体的な ものにするたあ,「 目指す児童像iを 明確にした。

3.主 題を探 る授業を実施 し,研 究の視点の明確化を図った。

4.主 題への迫 り方や研究仮説について検討 し,研 究の全体構想を立てた。

5.評 価規準を設定 し,「 育てたい児童像」 とそれを実現す るための視点を明確に し,検 証授

業を行 った。(唱 指す児童像」を更に具体的にす るため 「育てたい児童像」 とした)

6.一 人一一人の児童の活動の様子を記録す ることにより,学 習状況を把握 し,教 師のかかわり

などについて分析 ・考察 した。

7.分 折 ・考察 した結果に基づ き,児 童のよさや可能牲 を見い出す教師の支援の在 り方を追究

す ることに した。
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Vl実 践 事 例

研究主題の達成を目指 して,各 学年で検証授業を行って きた。その中か ら,(1)児 童のつぶ

やきを町たんけんに生か した事例,(2)飼 育活動 を通 して生命の大切 さに気付かせた事例,{3)

年間を通 して季節の変化に気付かせた事例を取 り上げ,分 析 ・考察す ることにす る。

<そ の1>児 童のつぶやきを町たんけんに生か した事例(第2学 年)

1単 元名 「とびだせたんけんたい」

2単 元のね らい

{11周 りの 自然や社会の様子を見たり,そ れ らと親 しんだ りす ることを通 して,春 の季節感

を味わ うことができる。

(2)自 分なりに興味 ・関心をもって町を探検 したり,町 の人々と適切にかかわったりするこ

とによって,町 の 自然や社会について関心をもつ ことがで きる。

(3)探 検 して見付けたことや気付いた ことを,自 分なりの方法でカー ドに書 いたり発表 した

りすることができる。

3研 究主題とのかかわ り

tl}こ こで育てたい児童像

・ 身の回 りにある自然や社会を観察 したり,疑 問を感 じたり,発 見 したりすることの楽 し

さを味わ うことので きる児童。

・ 観察 ・探検の様子や喜び,気 付いた ことを追究 したことなどにっいて,工 夫 して表現で

きる児童。

・ 探検活動に没頭 し発見 したり追究 したりするなかで,身 の回 りの自然や社会と自分の生

活とのかかわりに気付 く児童。

(2}児 童像に迫る手立て

・ 探検活動に没頭で きるよ うにするため,活 動時間を十分に確保するとともに安全につい

ては十分に配慮す る。

・ グループについては,1回 目の探検 は生活班,2回 目の探検 と発表活動は一人一人の児

童の興味関心に応 じた目的別 グループとす る。

・ 表現活動がスムーズにで きるようにす るため,発 見カー ド,は てなカー ド,劇 化,イ ン

タビューごっこrク イズ,ペ ープサー ト,写 真など多様な表現活動を促す とともに教育機

器の活用 も効果的に図るようにす る。

・ 身近な地域の自然や社会 ・人々とのかかわ りを とらえることができるようにするために
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探検活動 において自分なりの課題を もって追究す るようにする。

4指 導計画(16時 間)

{1)春 の色 ・においさが しを しよう。3時 間

② 町たんけんを しよ う。9時 間

(3)た んけんはっぴ ょう会を しよう。4時 間

小単元の展開

「 一 一,

ね らい 児 童 の 活 動} 支 援 等
垂 学習状況の把握!

2

・自分な

りに興味

1。 探 検の 準備 を しよ

う。

・OHPで 生活科 マ ッ

}プを映 し
,町 の様 子

<関 心 ・意 欲 ・態度>

i探 検を してみたいという1

関心をも

剛 つて町探

た 検 を した

ん1り,町 の

1け1人 々とか

1ん かわ った
　

iをiり す る。
　i

l…轟讐
1

　 コ

う1今 まで 自

… 分が知ら
く

i}な か っ た

;lliこ と を 新

i

lた に発見

!iす る喜び

1を 味わ う1

に とがで

{}き る
。

}

1:

1

1

F

蓬 画書
に書 き込 む。i

'騨 灘 集1

;}

1し 合 う 。

2・ とびだせたんけん1

ミ

iた い(DI

・班 ご とに探 検す る。

1

駅の方 ・畑 ・玉川上1

… 水!

・見付 けた ことは,発

,見 カー ドや はて な カ1

一 ドに書 き込む。1

3.見 付 けた こ と

1

ド 見 っ けた ことにつ い{

て乱 含 う・

、

・探 検 してみ たい こ と

につ いて話 し合 う。i

.班 ごとに 探検す る1

所,見 て くるこ と,

聞 いて くることな ど!

について相談し 訓

気 持 ち にな る。 〔発言 ・

,行 動観 察)

i

〈思 考 ・表現 〉

探検 の計 画を立 て る。

1〔 発 言 ・カー ド〕

i
グルー プに は共 に考} i

え る・i

・交通事故 に気を付け}

}

る,正 し い マ ナ ー,〈 関 心 ・意 欲 ・態 度 〉
　

時刻を守る等につい 画 の自然や社会1こ駄

て押さえる。 見たり聞いた りす る。

レ 保護者の協力 も得て1〔 発言 ・っぶや き ・行動

児童の安全を確保すW4/.か ド〕

る。i<思 考 張 現>

i

・教 師 は全体 をみて 回 発 見 ・はて なカー ドを書

り,グ ルー プの実 態 く。 〔カー ド〕

に応 じて援助 す る。i

l・ 友達 の カー ドをOH1〈 気付 き>

Pに 映 し,み ん なでi町 の 自然 や社会 につ いて

話 し合 い,い ろいろi発 見 した り,疑 問 を もっ

について話 し合 うこ

とにより探検への意

欲付けをする。

・探検計画書の用紙を

用意す る。

・探検先が決 まらない

s



{'見 付けたことを もと1

にして次 の探検の1

目的 につ いて考 え る。

・同 じ目的の児童 で グ

ル ープを作 る。}

・グル ープ ごとに話 し

合 い,次 の探検 の計l

I
画を立 て る。!

1

な発見や疑問がある

ことに気 付 くよ うに]や き ・カー ド・あの ね ノ

す る。

・なかなか 目的の もて

ない児童には,一 対

一で話 し合い,児 童

の願 いを引 き出す。

た りす る。 〔発言 ・つぶi

i一 ト〕

<関 ・意 ・態>1

2回 目の探検 を して みた

い とい う気持 ち にな る。

〔発言 ・つぶ や き ・行動

観察 ・カー ド〕

1
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

〈A児 のつぶやきを次の活動に生か した場面 〉

校庭での春探 しのとき,消 極的だ ったA児 。探検活動(1)で 「自転車が落ちていたよ。」

と話 しかけてきたので 「自転車なんか落ちてるの。よ く見付けたね。」と声かけを した。 こ

の 日の発見カー ドには自転車が落ちていた ことが書かれていた。そ して,探 検活動(皿)で

の目的を もつ場面で,な かなか 目的が決 まらないよ うなので,rA児 君,と て もいいこと発
"」"

、糟 騨 ぺ
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繍 喘
唖
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くゴ ミの 山 〉

硬
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蹄
細磨

怖

見 してきた じゃない。カー ドに自転車の

ことを書いてたけど自転車の ことで何か

見付か らないかな。」 と声掛けを した。

その後A男 は,探 検活動(1)を ゴ ミ・

自転車探検をす ることに決め,ポ ケッ ト

カメラで ゴミや自転車の捨ててある所を

写真にとることにした。左の写真が探検

(1)で 撮 った ものである。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

4.と びだせ たん けん

・探検発表会をするこ

とを知 らせ準備の と

きに取材方法などを

考え ることがで きる

ようにする。(テ ー

プレコーダー等)

・行 き先の分か って い 〈関心 ・意 欲 ・態度 〉
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iた い(ml
i・ 目的別 に探 検隊 をっl

lく り計画 にそ つて探l

i検 す る。1…

お店探検隊{

騰御1
・よく売れるものは1

何 か。

る店や農家には,あ

らか じめ連絡 し協力

を依頼 してお く。

自分 た ちの課題 にそ って

み た り,聞 いた り,調 べ

た り しよ うとす る。 〔発

1・ 保護者の協力 も得て[言 ・行動観察 ・つぶやき

{

児童の安全を確保す

る。

3

た

ん

け

ん

発

表

会

を

し

よ

う

硲

探検の様

子や発見

したこと

などにつ

いて工夫

して発表

す ること

がで きる。

1溌 表会の靴 をd

iよ う

・探検 の様子 ,発 見 し,

たこと,は てなと思i

つたこと調 べた引

三箋1=踊∴
・まとめたことを発表i

するための方法を工

夫する。

・撮つてきた写則

皆に見せようi

.絵 に描いて肚 よ[

う。

・ペ ープサ ー トをっ

くろう・{

・カー ド ・あのね ノー ト〕

〈思 考 ・表現 〉

探検 して 発見 した こと,

廊 たことをか ドに書

き込 む。 〔カー ド〕

〈気 付 き〉

課題 にそ って町 の 自然 や

社 会 にっいて気付 く。

〔カ ー ド・発言 〕

・グループごとに相談 く関心 ・意欲 ・態度 〉

し,発 見 したことや 発表活動に意欲的に取 り

分か ったこと,調 べ 組 もうとする。 〔行動観

たことについてまと 察〕

めることができるよ 〈思考 ・表現 〉

うにする。 発表の方法を工夫す る。

・友達がよく分かるよ 〔発言 ・行動観察〕

うに,ま た,楽 しく

見ることができるよ

iう
に発表の方法を考

1えて準備す るように

す る。1

1(OHP
,実 物拡大[

投映機 大スクリー

ン等)
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・発表の練習をする。 〈関心 ・意 欲 ・態度 〉

プ ログラム,司 会, 発表活動に意欲的に取り

・初めと終わりの言葉 組 もうとする。 〔行動観

の役割分担をす る。 察 ・発言 〕

2.探 検発表会

・プ ログラム にそ って

探検隊ごとに発表す

る 。

5本 時の指導(15/16)

q}ね らい ○探検の様子や探検を通 して気付いたことなどにっいて,友 達が分かるよ うに発

表することがで きる。

○友達の発表をみた り,聞 いたりして,町 の自然や社会の様子にっいて新たな発

見をす る。

②展開

児 童 の 活 動

1.探 検発表会を しよう

プログラム

① はじめの言葉

②たんけんの歌

③各たんけんたいの発表

(発表の後に質問 コーナ

ーを設 ける)

指導の手立て ・教師の支援等

・メデ ィアルームにマ

イク,小 ステージを

用意 し,発 表会の雰

囲気を作る。

・壁にプログラムを掲

示す る。

・大 きな生活科マップ

を壁 にはり,児 童が

活動の空間を とらえ

易いようにする。

・児童の司会で進める。

・OHP ,実 物拡大投

映機などの機器は使

い易いよ うにセ ッ ト

してお く。

-9一

○声がとおりにく

い児童

・マイクを近付け

る。

・ゆつ くり読むよ

うにする。

○質問を した児童

・ほめ る ・うなず

く ・共感 す る。

○認 めて ほ しい と

思 っている児童

・児童の 中か ら認

め る発 言 を促す 。

・意味付 け して ,

ほめ る。

学習状況の把握

(評価規準)

〈関 ・意 ・態 〉

・発表会に楽 し

く参加 しよう

としている。

〔行動観察rつ

ぶや き〕

〈思考 ・表現 〉

・友達に分かる

ように発表で

きる。 〔行動

観察,発 表活

動〕

〈気付き〉

・友達の発表を

見て新たな発



○失敗 したと思っ 見 を した か。

④今日の終わりの言葉 ている児童。 〔行動観察,発

2.発 表 をみて思 った こと ・頑張 った ことを 言,っ ぶや き

を言おう 取 りあげほめる。 あの ね ノー ト〕

・大 きな声で上 手だ った
。

・僕 も行 って みた いな。

・ペ ープサ ー トが楽 しか

っ た よ 。

6実 践をふ り返って

fl)学 習状況の把握

ア.一 人一人の児童が発見 した喜びや驚き疑問を書 くことによって,次 の活動への意欲を

高めることがで きると考え,発 見カー ド,は てなカー ド,先 生あのねノー トなどを活用

した。そのことが児童のその時その時の気持ちを把握す る一助 とな った。

イ.児 童の学習状況を把握す るために,児 童のっぶやきや行動,カ ー ドに書かれた内容及

び教師か らの質問,分 か った ことや必要な情報を,児 童一人一人にっいて記録 した。そ

の結果,一 人一人の児童の変容をとらえることがで きた。

② 支援の在 り方

ア.一 人一人の児童の活動意欲を高めるために,自 分な りの願 いを児童が もてるよ う,っ

ぶやきや発言を的確にとらえるように した。例えば,探 検活動 においては,目 的のはっ

きりしないグループに寄 り添 い,児 童のっぶや きを聞 きのが さないように し,そ れを生

かすように努あた。その ことによって児童の活動意欲を高めることができた。

イ,OHP,実 物拡大投映機 大スクリーン,イ ンス タントカメラ,テ ープレコーダーで

の録音等教育機器を児童が使いこなすことによって多様な発表がで きるように した。

{3)今 後の課題

ア 単元を通 して継続的に記録す ることの大切 さは分か ったが,今 後は,よ り効果的な記

録の取 り方を工夫する必要がある。

イ 教師は何が教材化で きるか見抜 く力を磨 き,活 動意欲の高揚を図るようにすることが

大切であ る。。

ウ 児童のっぶや きや声を手掛か りとして指導計画を修正 してい くことが大切であるが,

それに当て る時間配当等について検討す ることが大切である。

一10一



〈その2>飼 育活動 を通 して生命の大切さに気付かせた事例(第1学 年)

1.単 元名 「ウサギさんとなかよ しになろう」

2.単 元の目標

・ 飼育小屋にいるウサギなどの動物 に関心を もち,ウ サギと一緒に遊ぶ楽 しさを味わうこ

とができる。

・ えさを与える,糞 の始末をするなどの世話 をす る活動を通 して,ウ サギ も自分たちと同

じように生命を もっていることに気付き,大 切にすることができる。

・ ウサギ との触れ合いを動作や絵 手紙などで表現す ることができる。

3.研 究主題とのかかわ り

q}こ こで育てたい児童像

・ ウサギを抱 いた り,遊 んだ りす る活動を通 して,ウ サギに親 しみが もてる児童。

・ ウサギの糞や尿の始末を し,え さをやる世話を通 して命の大切 さに気付 く児童。

・ ウサギの様子を絵に描いたり,真 似を した りして表現できる児童。

(2}児 童像に迫 る手立て

・ 一人一人の児童 にウサギと十分触れ合わせ るために,ウ サギの数や活動時間を適切に確

保す る。

・ グループは,飼 育経験の有無 動物の好嫌等を考慮 して,学 び合い励 まし合 って活動で

きるように,異 質 グループの編成 とする。

・ 表現活動をスムーズにさせ るため絵 文
,動 作など多様な表現活動を促す。

・ 飼育活動の時間を保障 し,ウ サギ とのかかわ り方が,ペ ッ ト的扱いか ら生命尊重へ と変

わるように,糞 や尿の始末,え さを与えるなどの世話に責任を もたせ る。

・ 一人一人の児童の活動の記録を継続的にとり,学 習状況を的確に把握する。

・ 児童の願いや実態を正 しく把握す るとともに,単 元を通 して育てたい児童像を明確に し

一人一人に対 して具体的に支援 してい くようにす る
。

・ 評価規準を設定 し,重 点的に支援す る児童については,単 元を見通 して計画を立て,特

定の児童にのみに支援が片寄 らないようにす る。

・ より適切な支援をするため,予 想 される支援の例を考えてお く。

・ 「座席表指導案」を活用 し,特 に気になる児童に対 しては,活 動の様子 と支援を記録 し,

授業後,支 援が適切であったか どうか自己評価 カー ド等で分析す る。

一一11一



4.指 導計画(了 時間扱い)

(1)ウ サギさん とあそぼ う2時 間(2/7本 時)

② ウサギさんのせわを しよう………3時 間

(3)さ ようならウサギさん2時 間

1

活動のね らい 児 童 の 活 動 指 導 の

ウ ・ウサギ と仲良 く 1.飼 育小屋 に は,ニ ワ トリの 他 に,ど ん な ・日ごろか ら動物た

サ 遊ぶ ことを通 して 動物がいたか思い出す。 (飼育委員会の朝や

ギ 生き物に親 しみを 2.飼 育小屋の ウサギの動 きや しぐさを観察 たせ る。)

さ もって接す ること し,気 付 いた ことを発表す る。 ・飼育小屋の ウサギ

ん が で きる。 3.ウ サ ギ と,ど ん な ことを して遊 び たいか ・ウサ ギ と してみ た

と カー ドに書 く。 人の願いを把握す
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～{〕 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

ウ

サ

ギ

さ

ん

の

せ

・ウサギにえ さを

与え るなど世話を

通 して育て る喜び

や苦労を味わ うこ

とがで きる。

1.ウ サギを学級で飼育す る準備をす る。

・ダンボールをっなげて小屋づ くりをす る。

・グループ ごとに世話(え さの用意や新聞

紙をかえ る)を す る。

・糞や尿を始末 した らr石 けんで手を洗 い

衛生 に気をっけるようにす る。

2.ウ サギを学級で飼育 し,観 察 日記を書 く。
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

さ ・ウサギと楽 しく

よ 遊んだことなどを

う もとにウサギの動

なi作 や自分の気持ち

らiを 表現す ることが
　

1列 できる・1

サl

iギ

国

1.ウ サギと

遊んで楽 し

かったこと

や世話を し

た時の気持

ちなどを発

表す る。

2.思 い出を

絵や手紙で表す。

・ダンボールを切 る

は,使 わない。(

・児童が用意 した草

・学級で飼育す るこ

ルギー性の児童に

・手洗い,教 室の換

の配慮)・ 世話 は
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

〇
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み
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許
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Ψ
て
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・ぞ

嵯
・
っ
塩

{即一
響
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ま
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～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
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学 習 状 況 の 把 握(評 価規準 ・方法)
手 立 て ・ 支 援 等

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・表現 気 付 き

ちとの触れ合いの機会を多くする

休み時間の世話の様子に関心をも

・ウサギ と遊 んで ・ウサギ との遊 び

さん は,ど う して い るかな。 みたいという気持 方を自分なりに考

いこ とを カー ドに書かせ,一 人 一 ち にな る。 〔発言 え る 〔カ ー ド〕

る 。 ・行動観察〕
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

道具は,の こぎりとし,カ ッター

安全面での配慮)

の中に毒草がないか調べてお く。

とを保護者に事前に連絡 し,ア レ

対す る配慮 は慎重にす る。

気等を十分にす る(保 健衛生面で

朝,20分 休み,昼 休みにさせる。

・学級でウサギを

飼 うことに意欲的

に取 り組 もうとす

る 〔発言 ・行動観

察〕

・えさや りや小屋

のそうじを継続的

増
、懲

観

鮮

＼

,
、

刈魅
繭

♂9

〈ウサギ小屋の新聞紙をとりかえる児童〉
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

〈お別れ会 〉

〔鞭 盤(晒

・ウサ ギ との別

れ のっ らさに気

付 く。 〔発言 ・

手紙 ・絵 〕
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5.指 導の実 際(2/了 時間)

f1》 ね らい

・ ウサギに さわ る,抱 くな どの活動 を通 して,

さを味 わ うことがで きる。

② 展 開

ウサギとの触れ合いを深め,一 緒に遊ぶ楽 し

児童の活動 指導の手立て ・ 教師の支援例 学習状況の把握

1,ウ サギ と どん

な ことを した い

か確か め る。

・さわ る ・抱 く

・一緒 に走 る

・え さを あげ る

2.ウ サ ギ と遊ぶ

時に,気 を付 け

ることを確 か め

る。

・ウサギ の抱 き方

・す わ って抱 く

・耳 は持 たな い

・けがを した と

き

・糞や尿の始 末

・ウサギは暑 さに

弱いので,日 陰の

ない外(校 庭)は

避け,体 育館での

活動計画を立てた。

・糞や尿が,か か

ることがあるので

体育着に着がえ さ

せ る。

・消毒液を用意 し

た。

・ゴ ミ箱 ・トイ レ

ッ トペーパー ・ビ

ニル袋を用意する。

・前時の 「座席表指導案」で,児 童一人一人が

ウサギと何を したいのか,確 かめておいた。

・本時に重点的に援助をす る児童の前時での活動

の様子を確かあておいた。

氏 名 A B

☆学習状況
① ②

00

① ②

00

児童の

活動の様子

(っぶやき)

ウサギ はけが た く

さん はえて い る

ウサギ はお とな しい

いっ も鼻 を もぐもぐ

して る

(カ ー ド) ウサギをだきたい おはな しして みたい

教師の支援

う気持 ち

(砂遊 びを して い

たので)

ほか にみっ けた こ

とな いか な。
v～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～A

☆学習状況

①ウサギと遊んでみたいとい

②ウサギとの遊び方を考える

このウサギなら,

Bさ んも抱けるよう

になるかもしれない

ね。

・ウサギ と遊 ん

でみ たい とい う

気持 ちにな る

く発言 ・カード〉

3.ウ サギ と遊ぶ 。

・一人一 人の願 い

にそ って,グ ル

ープ ごとに遊 ぶ。

(4人 ～5人 の9

グルー プ)

・グループに分か

れて遊ぶよう場所

を指示する。

・1グ ループに1

羽ずっウサギを用

意する。

〈支援1>活 動場面で

○ ウサギに触れることのできな ・ウサギと積極

的にかかわろ う

としている

〈っぶや き,行

動観察 〉

い児童

・ 「○○さんが抱いているウサ

ギにさわってみた ら」と声を

かける。

・教師が手をそえる。
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○ウサギを抱 くことので きない児童

・友達が抱いているウサギを,教 師が手をそえて抱

かせてあげる。

〈実際 には〉

・グループの友達が,積 極的に

手を貸 してあげようとしてい

た。

・こわいけれど助 けを借りずに

自分で抱 きたいと挑戦 してい

た児童 も多か った。

〈 こうい うふ うに……抱 けた!!よ か ったね 〉

○ウサギに触れたり抱いた りして十分遊べ る児童

・ほめてあげる。

・気付 いたことを聞いてあげカー ドに書 くよ う促す。

○ウサギにひ っかかれた児童

・消毒液をっけ,そ の後の様子を見 る。 ウサギに対

す る不安を抱かないようにす る。

・ウサギに対す

る関心 は強いが

「こわい」とい

うことがっぶや

きや行動か らよ

み とれる。

・ウサ ギ と楽 し

く遊 ぶ ことがで

き る。

〈 自己評 価 カー

ド〉

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

・哺乳類の ウサギを取 り上げる際 さまざまな トラブルを予想 したが,児 童の意欲 ・関心は,

活動が進むにつれて高まり,糞 や尿の始末 もいやが ることな く休 日の世話 も喜んでやっていた。

〈単元を通 した支援をす るために〉

1 ① ② 第1時Ls⑨ 第7時
1 S

氏

名

児童の実態

(児童の願い)

担任の願い

(単元終了時までに

到連 してほしい目標)

うでウ

簿群
ち協
いん

撰
ド考と
>xの

る遊

児童の様子 教師の支援 i縷
i轍

児童の様子

・小動物に対す る関 ・友だちと協力 して カー ドに簡単に 「ほかにみつけ
S

…
みっ けた こと10

A
心は強いが一人 じめ ウサギの世話ができ 記 入後,砂 遊 た ことな い」 と S こにな った よえ

が ち。 るようにさせたい 0 0 び。 声をかける
S

O さ もあげた し,

(ウサギを抱きたい) 新聞もかえた しa

。ザ リガニのえ さや ・何事にも慎重であ 「この ウサギ お 「この ウサギ な ξ Fこれからもず

り,水 か えはよ くで るがウサギにも関心 とな しいね」 と ら さわ れ そ う
S
S っと教室で飼い

Bき るがウサギは見てi

lいるだけ

はあ る。 触れ た り,

抱い た りさせ てあ げ

OO

l
となりの○○さ

んに話 している

ね 」
S
SoO
S
S

たい な」

sSS

※①②は各時間の評価規準,単 元終了時までに9項 目評価。第3時 以後1時 間1項 目とした。
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6.実 践を振 り返 って

㈲ 学習状況の把握

ア ー人一人の児童が 自分なりの願いを もつと,活 動意欲 も増 して くる。そこで,1学 期の

「学校探検」の時に関心を もった子 ウサギの成長を朝の会で発表す るなどして,関 心を高

めるように した。単元の始めに 「ウサギ さん としてみたいこと」をカー ドに記入させたが,

願いの もてない児童 はな く,「 抱 きたい」 「走 りたい」 「教室で飼 いたい」等,ウ サギと

かかわりたいという願いの強さが感 じられた。

イ 学習状況を的確に把握す るため,一 人一人の児童の活動の記録を継続的にとったが,そ の

結果,授 業が進むにっれ,一 人一人の変容が明 らかにされ,適 切な支援をす るのに役立 った。

ウ 飼育経験の有無,ウ サギに対す る感 じ方等,単 元の始めは個人差が大きか ったが,活 動

時間を十分確保す ることや継続的な飼育活動により,単 元終了時 には全員が親 ウサギを抱

けるようにな った。飼育 日記やお別れ会での活動が 自信にっながったものと思われ る。

{2)支 援の在 り方

ア 評価規準を設定 し,授 業中担任が記録で きることと,授 業後,カ ー ドや作品を手掛か り

に記録で きることを明確 に,授 業中は記録よ り支援 に努めた。

イ カー ドは,自 己評価の他に,友 達に教 えて もらったこと,教 えてあげたいこと,飼 育の

仕事分担等,相 互評価 もで きるように した。

ウ 児童の様子から,当 初の支援の計画にずれが生 じてきた児童 もいたので,行 動分析,カ

ー ド分析により支援の計画変更を途中で行 った
。

工 座席表に,児 童の様子,教 師の支援を記録す ることでT単 元を通 しての記録が整理で き

一人一人の児童に対す るより適切な援助が可能 とな った
。

(3)今 後の課題

ア 単元を通 して継続的に記録をとることは,よ り適切な支援を可能にするが,記 録の整理

に時間がかか りす ぎるので,よ り効果的な記録のとり方の工夫が求められ る。

イ 教師はA児 にはもっと対象とかかわって ほしいと願 って も本人は十分と感 じていたり,

B児 には,も う十分対象とかかわ ったと評価 して も本人はまだ不十分と感 じていることが

ある。改めて児童理解を深あていくことが大切である。

ウ 小 鳥や金魚 ザ リガニにくらべ,哺 乳類の方が 自分たちと同 じよ うに 「生命」を もってい

るという印象が強いことが児童の記録や活動か ら明 らかとなった。飼育活動を工夫 したい。
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<そ の3>年 間を通 して季節の変化 に気付かせた事例(第1学 年)

1.単 元名 「秋 と友達」(18時 間)

2.単 元の目標

(1?草 木の葉や実を拾 って遊んだ り,虫 を探 した りす るなかで,季 節による自然の変化に関心

を もち,自 然に接す る楽 しさを味わ うことができる。

(2)身 近な自然や社会のなかか ら 「秋」を見付 け,春 や夏 との違いに気付 くことがで きる。

(3)友 達 と協力 して,自 分で見付けた 「秋」を絵や文で表 したり,草 木の葉や実を使 ってお も

ちゃ作りを したりすることができる。

3.研 究主題 とのかかわ り

(1)こ こで育てたい児童像

・ 草木の葉や実を使 って楽 しく遊ぶ児童

・ 草木の葉や実を使 っていろいろな形や遊ぶ ものを工夫 して作 る児童

・ 友達 と活動す る喜びが分か り,友 達のよさを認ある児童

・ 身近な自然や社会か ら 「秋」を見付け,季 節の変化を感 じとり,自 然に関心を もっ児童

② 児童像に迫 る手立て

・ 朝の会で行 っている 「みつけたこと」の発表を生か し,単 元の導入段階を工夫す る。

・ 諸感覚を駆使 して自然 と触れ合う体験か らの発見を生か して,活 動意欲を高めてい く。

・ 絵や文や動作など多様な表現方法を取 り入れ,自 分な りに表現できた自信をもたせる。

・ 教え合って作 った り遊んだ り発表 し合 った りす る活動か ら,人 とのかかわ りを深める。

・ 自己評価s相 互評価を工夫 し,活 動の振 り返 りの場を設定する。

・ 年間を通 した活動にな るように 「なかよ しの木」の変化をとらえる活動や栽培 して きた

ものめ 「ドングリだん ご」を作 って食べる活動を取 り入れ る。

4.指 導計画(18時 間)

f11年 間の計画(環 境教育の視点を重視 して)

1学 期 身近な自然に十分 に触れ合い,自 然に関心を もつ。

2学 期 自然を素材に して,自 分の思いや願いを生か した製作活動か ら自然に親 しむ。

3学 期 自然に意欲的にかかわ り,働 きかける。
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f21実 践から(学 習指導要領の内容(3)(4)にかかわって)

地域教材の開発をする。

・ タンポポの根 っこ調べ,ニ ホンタンポポとの比較,

タンポポ地図作 りをする。

・ 「なかよ しの木」を決め,年 間を通 して写生す る。

・ アサガオ,落 花生,綿,種 々の草花を栽培す る。

・ アゲハチ ョウを卵か ら成虫まで飼育す る。

・ ア ヒル,チ ャボとなかよくす る。

・ クヌギの苗木を育て る。

・ ドング リだん ごを作 って食べ る。

(3}本 単元の指導計画(18時 間)

第1次 ドング リパーティーを しよう………(7時 間)

①秋の散歩(3時 間)

② とってお きの秋の宝物作 り(2時 間)

③ ドングリパーティー(2時 間)

第2次 教え合 って作ろ う遊ぼ う(6時 間)

①集めて作 ろうゲーム屋 さん(4時 間)

②秋の縁 日(2時 間)

第3次 秋の展覧会を しよう(5時 間)

①残 しておきたい秋の色(2時 間)

②招待状作 り(1時 間)

③秋の展覧会(2時 間)

)

F

槻

,

ー-
圏

(あ,さ,缶つワーo月

;
っ
え
ん
で

あ
そ

ん
て
い

た・
ら、

急
ん
も
く
《
い
ハ
耗

つ

ドお

い
か

し

て

さ
ま
し

転.

木
恭

善
ニ
ヒ

ム

るか

カ

らな

く
ても

、
ヒ
罫
h
で

汐

婁
尊

ヒ

も耗

み

為

さ,

、
ト
ト
ヒ
払
ト

冬

匁
,

て

嵐
駅

乏
し

k

〈秋見付けカー ド〉 〈秋の宝物作 りの設計図 〉

(4)展 開(10月 ～11月)

校庭の 「なかよ しの

秋 木」の様子が変わ った

の ことに気付 く。

散(1時 間)

歩

時

間

)

校庭や原 っぱで遊ぶ

ことを通 して夏 とは違
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
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児童の活動

○最近,動 植物の様子が

変わ って きた ことにっ

いて話 し合 う。

・虫の鳴 き声が聞える

・ススキの穂が きれい

・ドング リが落ちてる

・ハナ ミズキの葉が赤

い

○ 「なかよ しの木」の様

子を見に行 く。

・丸い大きな実だね

・茶色の ドング リだ

・はっぱは変わ らない

・ドング リのぼ うしだ

・拾 って遊びたい

・食べたい,育 てたい

○変化 した木を絵に画 く。

・実が大 きくな った

・実が緑から茶色に

○ ドングリ以外の秋を見

付けよ うとする。

・原 っぱに行 こう

・くっつ く実があると

ころを知 って るよ

○秋見付けに校庭や原 っ

ぱに行 く。

指導の手立て ・教師

の支援等

・朝の会での季節の

変化に関連 した発

言や春の校庭の写

真を手掛かりとす

る。

・児童が見付けて き

た草木の葉や実,

虫を提示す る。

・発見を多 く認め る。

・季節の変化に気付

いたっぶやきを賞

賛す る。

・6月 の クヌギの枝

を提示 し,変 化に

気付 くようにす る。

・触 った り拾 ったり

してかかわ らせ る。

・夏 と同様,絵 で表

現 し,変 化 に気付

くよ うにす る。

・ドングリ以外の秋

にも関心を広げる

よう,秋 見付けを

しよ うと呼びかけ

る。

○自由に活動 し,秋

を見付けたり,自

学習状況の把握(評 価規準 ・方法等)

関心 ・意欲 ・態度

校庭の 「なかよ し

の木」の変化に関

心を もつ。

〈発言 〉

〈行動観察 〉

自然の変化を探そ

うとする。

思考 ・表現

発見 した

「なかよ し

の木」の変

化を絵に画

く。

〈作品 〉

気付き

夏の頃の

様子 と変

わ ってい

るところ

に気付 く。

〈行動観

察 〉

<つ ぶや

き〉

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～{}～ ～ ～ ～{}～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
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5.授 業の実際(7/18時 間 ドングリパーティー)

fl)ね らい

① 自分な りのとっておきの秋の宝物を発表す ることがで きる。

②友達の作品のよさを認めた り,自 分の作品について振 り返 ったりすることがで きる。

② 展開

i

児 童 の 活 動1児 童の思い ・願い 指 導 の 手 立 て

1.と って お きの秋の 宝物 を 自分な りのとってお ○ 「友達 に分かるように発表 し,自 分

発表す る。 きの秋の宝物を友達 たちで作 った ドングリだん ごと落花

①木の葉 グループ。 に教えてあげたい。 生を食べておいわいの会に しよう。」

絵 ・お 面 ・う ち わ ・ 楽 しい会に して,ド ○発表の仕方(話 型と約束)と 聞き方

かんむり ・時計 ング リだん ごを食べ を指導す る。

②木の実 グループ た い 。 ・ 「○ ○ と△ △を使 って作 りま した。

こ ま ・人 形 ・楽 器 ・ 苦労 した ところや工 自慢 したいところは○○です。」

首飾 り ・けん玉 ・絵 夫 したところを分か ・ 「ぼ くはOOを 作 りま した。 むず

③ ススキ,綿 グルー プ って ほ しい。 か しか ったのは○○です。」

人形 ・壁かけ 作 り方を知 りたい。 ○多様な表現方法で,そ の子なりに自

④虫グループ す ごいな。よ く工夫 分を表現で きるよ うにする。

声集 め ・クイズ ・歌 して い るな。 ・動作 化 ,作 文,ク イズ,歌,録 音
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～{》 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

3.ド ン グ リパ ー テ ィ ー を 振 よ くがん ば った な。 ○振 り返 りカー ドを用意する。

り返 る。 ○○ さんはよか った。○発表の様子や聞 く態度のよくできた

自己評価 相互評価 次は○○を作 りたい。 ところを笑顔で話す。
1

(3)学 習状況の把握について(例A児)毎 時間,学 習内容に対 しての状況や育てたい能力,

事前の調査 囎挿 数 ① 「なかよ しの木」の観察 ②校庭での秋見付け

虫を飼 った経験、

木の実等で製作

した経験がない。

道具 は,ハ サ ミ

とカ ッター,絵

の具を使 ったこ

とがある。1

児童の実態 自然にかかわ る体験の不足。 秋見付けの宿題がで きない。

その時間の

教師の願い

自然に関心を もち,触 れ合い

楽 しむ体験を してほしい。

前時の発見を生か し,自 分

の力で秋を見付けてほ しい。

活動の様子

自己評価

ていねいによく見て画 く。実

が頭に落ちた。痛いよ。 ◎

クヌギの実を拾 う友達につ

いて8個 見つけて笑顔。◎

教師の支援 木の枝をよ く見てていねいで

す。いい発見だよと称賛する。

○○君 と共にやろうと友達

に目を向けさせ る助言。
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教 師 の 支 援

○ その子な りの発表を認め,努 力を賞賛することで,自 信が

'も て るようにする
。

「とっておきの秋の宝物」を表現す るために,そ の子

なりに取 り組んだ過程を含めて受容 し共感する。

①理解す る(顔 を見つめて聞き,う なつ いたりする)

②見守 る(発 表をありのまま受け入れ,安 心感をもたせる)

③ 自信を もて るような声かけをす る

「ここを工夫 していたね,何 回 もや り直 して作 ったね。」

「こう話 したか ったのね。よ く分か りました。」

「す ごい。 とっておきの秋の宝物がで きま した。」

「詳 しく分か りやすい発表で した。○○名人ですね。」

「アイディアがいいね。苦労 して作 っていま した。」

○記入がなかなかで きない児童には,思 い出 しを促す助言,

次の活動を促す助言をする。

学習状況の把握(評 価規準)

〔思考 ・表現〕

とっておきの秋の宝物を自分

なりの方法で発表す ることが

で きる。

〈発表 〉〈行動観察 〉

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

〔気付き〕

作品や発表を見た り聞いた り

して,友 達の努力 した点や工

夫 した点 に気付 くことがで き

る。

〈行動観察 〉

〔気付 き〕

自分や友達のがんば りに気付

く。 〈カー ド〉〈発言 〉

活動の様子 と自己評価,教 師の支援を,学 級全員記録 した。(活 動に満足 した自己評価は◎)

③原っぱでの秋見付け ④⑤秋の宝物作り ⑥だんご作り ⑦発表会(本 時)
1

クヌギの実を見付けた。 ドングリで馬を作 りたい。1経験がない。 声が小 さい。 苦手。

四季の変化に気付 くよう

になってほ しい。

1発見 した クヌギの実を使1自 分で作 る楽 し

って製作 してほ しい。[さ を体験 させる。
1

自信 を もって発表 し

て ほ しい。 ほめた い。

コスモスだ。お母 さんに

あげたいな。 ◎

錐で,実 に斜めに穴をあ

i

け,こ ま と馬 を作 る。◎1時 の 自信。
1

笑顔で作 る。前

◎

考え考えだが しっか

り笑顔で発表する◎

や さ しいね。 き っと喜ぶ

よ。夏 に咲 いてた かな。

よく回るね。斜めの穴が

上手。よさに気付かせる。

1き れいに丸 くな

った。 認 め賞賛
1

全員で拍手。過程を

補説 して賞賛す る。
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6.実 践を振 り返 って

(1)学 習状況の把握

ア 年間を見通 し地域教材を開発 して,春 か ら自然に体で触れ合い親 しむ活動の継続 を図っ

て きた。 この単元では,児 童の意識の流れに即 し地域の実態を生か した 「なかよ しの木」

クヌギの変化を中心 として展開 し,秋 見付 けや製作,発 表に活動意欲を高めていった。

イ 事前の実態調査か ら単元を通 しての一一人一人の児童の願いと教師の一人一人への働 きか

けのポイン トを明確に し,願 いの実現状況を児童の様子等か ら分析 した。

ハ 教師の支援の具体化を図 るため評価規準 を設定 し,そ れに基づいて児童の実態を把握 し

た。学習の導入段階では,季 節の変化の発見 気付 き,驚 きを児童のっぶや きや行動,絵

や 「みっけたよカー ド」から分析把握 した。学習の展開場面では,自 分な りの秋の宝物作

りに友達 と教え合い,夢 中になって取 り組んでいる姿や表情,作 品,絵 カー ド,作 文か ら

把握 した。学習の発展期で は,秋 を味わ う 「ドングリだんご」作 りと発表会で,活 動を振

り返 り,自 分への自信と友達のよさへの気付 きを認めてい った。

(2)支 援の在 り方

ア 「その子 らしさを育てる」ことを念頭に,一 人一人への支援計画を実態を基 に毎時間た

てた。 また,毎 時間の児童の活動の様子と具体的な支援を記録 し,児 童のよさの伸長やっ

まず きを克服す るための個に応 じた支援の積み重ねで,活 動意欲が高まり変容 してい く姿

を見 とることができた。また,変 容 させる言葉や情報提示の在 り方 も明 らかになった。

イ 季節の変化に関心をもつためには,つ ぶやきや発言に発見や気付 きを認め,受 容 し 励

ま してい くことで,秋 見付けの活動意欲が高め られ,諸 感覚を使 って自然にかかわ ってい

く姿を見取 った。 自然の ものを使 って遊ぶ ものを製作す る活動では,児 童の様子を瞬時に

見取 り,一 人一人に応 じて,見 守 り,励 ま し,助 言 し,さ らに情報の提示や友達へ 目を向

けさせ る支援で,活 動意欲を高め させた。発表会では,児 童の活動 してきた過程を認め補

説す る助言で,児 童は自分 自身のよさに気付 き自信をっけた。 さらに友達 との交流か ら,

友達の よさにも気付 き,人 とのかかわ りが深められY次 の活動への意欲を高めていった。

ウ 「座席表指導案」等 も使い,即 時的な支援 とともに次時の支援への見通 しを立てた。

X31今 後の課題

ア 児童の学習状況を的確に把握す るため,作 品や行動、発言を分析する力を磨 く必要がある。

イ 地域や児童の実態に即 した地域教材の開発 と,単 元の導入時の工夫 も大切である。

ウ 錐やカ ッターなど道具の使用で活動は広がる ものである。意識 して体験を多くさせたい。
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VII研 究 の 成 果 と今 後 の 課 題

1.研 究を通 して明 らかになったこと

本年度 は,「 一人一人の児童の活動意欲を高めるための支援の在 り方」という研究主題を設

定 し,授 業を通 して検証 してきた。その結果,次 のようなことが明 らかにな った。

q)学 習状況の把握について

ア.単 元にかかわる児童の実態を把握する。

一人一人の児童が,ど のような願いをもち,と の程度の生活体験を持 っているのか,ど

の程度の興味関心を示 しているのかを詳 しく知るために,各 単元に入る前に実態を調べて

みた。調査の結果を分析 し,単 元のね らいに即 して一人一人の児童の思いや願いを明確に

するとともに,教 師の一人一人の児童への働きかけのポイン トを明 らかに した。その結果,

児童の願いを生か し地域の実態等に即 した指導計画を立てることの大切さが分か った。

イ.評 価規準を設定 し教師の支援を工夫する。

児童の願いを生か した指導計画に伴い,各 単元 ごとに評価規準を設定 し,毎 時間ごとに

評価計画を立てた。その結果,支 援の方法を具体的に考えることがで きるようにな り,一

人一人の児童 に応 じた支援の在 り方が明 らかになってきた。

ウ.児 童の行動,発 言,つ ぶや き,作 品,表 情を分析的にとらえる。

一一人一人の児童の思いや願いの実現状況を的確に把握するため,様 々な方法を取 り入れ

た り,一 つのカー ドに書かれた文字や絵など も多様な角度か ら理解 したりす るよう努めた。

その結果,一 人一人の児童の思いや願 いと教師の児童への働 きかけのポイン トとの間にず

れがあることが明らかになり,教 師の支援の在 り方を見直す きっかけとな った。

エ,継 続的に児童の活動の様子を記録する。

短期間で児童の変容を見とることは困難である し,誤 った見方を して しまうこともある。

そこで,単 元全体を通 して継続的に児童の活動の様子を記録 し,分 析 してい くと,児 童が

変容 してい く姿や現在の児童の様子を見とることがで きる。その結果,児 童への新たな指

導 ・助言の方向性を見い出す ことができるよ うになった。

(2}支 援の在 り方について

生活科の授業を進めるに当たっては,的 確な学習状況の把握に基づいて,適 切な支援を

してい くことが重要である。そのために,単 元の指導計画の中に支援計画を位置付け,導

入時,展 開時,終 末時の児童の活動 ごとに,あ らか じめ予想 される問題 とそれに対応する

ための支援を考えてお くことが必要である。
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また,一 人一人の児童の願いを明確に し,一 人一人の児童への毎時問の支援計画を立て

ることも必要である。そのためには,事 前に実態把握を行い,毎 時間の児童の活動の様子

や発言,気 付 きなどを記録 にとり,教 師の言葉掛け等の支援の記録などと関連付けて分析

し,泥 童の変容をとらえていくことが大切である。それが,教 師の確かな支援へと結び付

き,児 童の活動意欲の高まりとなって表れて くると思われる。

具体的な支援の方法やその際留意すべ き点等については以下の通 りである。

ア.指 導計画の中に支援計画を位置付 け,あ る程度類型化 して支援 に生かすよ うに試みた。

例えばくウサギさん となかよ しになろう〉の学習では,ウ サギと遊ぶ場面で①ウサギに近

づ こうとしない児童 には,さ そいの声をかける,② ウサギに触れることのできない児童に

は,教 師が手を添え る等,③ ウサギを抱 くことので きない児童には.友 達の抱いているウ

サギを教師が手を添えて抱かせる等,④ ウサギと十分に遊べる児童には,ほ める,グ ルー

プの友達に抱 き方などを教えるよう促す,等 の具体的な助言を考えた。

これにより,授 業の中で,児 童の様子を瞬時に見 とり支援 していくことが容易にな った。

イ.児 童の状況を類型化 して把握す ることは,支 援を容易にす るが,児 童の実態と教師の見

とりにずれがあると誤 った判断を下す もとになる。例えば上記のアで,① の類型と教師が

判断 していた児童が,2日 間のうちに③の類型まで意欲が高 まってお りr教 師の支援がな

くて も友達の励 ましでウサギを抱 くことができた。

児童を固定観念で見ず,常 に児童理解を深めようとする努力が大切である。

ウ,支 援計画を立てる際には,児 童のっぶやきや発言を的確にとらえたり,カ ー ドや作品に

表れた児童の思いや願いを見とった りして,そ の後の支援計画に組み込んでいくことが大

切である。例えば〈とびだせたんけんたい〉の学習では,一 一回 目の探検での児時の 「自転

車が落ちてたよ」というつぶや きをとらえ,『 ゴ ミ・自転車探検隊』 として二回 目の探検

に生か したことで,消 極的だったA児 が,意 欲的に活動す るようになったと思われ る。

2.今 後の課題

(1)学 習状況の把握には多様な方法があ るが的確な判断 ・解釈をす るためには,教 師の力量

を高める必要がある。

(21単 元の指導計画作成に当たっては・地域の実情や児童の実態に即 した年間指導計画 との

関連を図るとともに,児 童の活動意欲を促す教材開発が必要である。

(3)子 供のよさ ・可能性の発見を実践的に行うことが求め られる。そのためには,一 人一人

の児童の活動を具体的に記録す るとともに,そ れを生かすことが大切であるQ
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